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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質キナーゼを介したシグナル伝達カスケードの構成要素となるセリン／スレオニンタンパク質キナーゼをコードしています。コードされているキナーゼは、血管内皮増殖因子（VEGF）の発現制御に関与しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,酵素制御：Thr-806のリン酸化によって活性化されます。MAP3K5と複合体を形成した場合にのみ触媒活性を発揮します。MAP3K5はMAP3K6の安定性と活性状態を維持し、MAP3K6はMAP3K5を直接リン酸化することで活性化します。,機能：タンパク質キナーゼシグナル伝達カスケードの構成要素。 JNK経路を活性化しますが、ERK経路やp38キナーゼ経路は活性化しません。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。MAPキナーゼキナーゼキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：多分子複合体において上流の活性化因子と下流の基質の両方に結合します。,
	研究分野
	SAPK_JNK; アクチンダイナミクスの制御; 細胞増殖; 幹細胞経路; Cell_Cycle_G1S; Cell_Cycle_G2M_DNA; MAPK_ERK_Growth; MAPK_G_Protein; B細胞受容体
	画像データ
	

	MAP3K6抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

